
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「等々力陸上競技場の全面改修を推進する会」の改善要望（概要） 
 

※主に、2008年 11月時点でとりまとめ、行政等にお願いした事項をまとめてあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2010年 6月 27日 
「等々力陸上競技場の全面改修を推進する会」主催 

「等々力改修の進捗説明会」資料 
 
 
 





（１）屋根のないメインスタンド 
一般的にメインスタンドは競技場内で最も観戦環境に優れ、観戦者も好んで座るものであるが、等々力陸上競技

場では屋根がないため、観戦者は常に雨の心配をしなければならない。ご年配の方、子供連れの方は特に大変で

ある。 

  
 現在のメインスタンド 

  
バックスタンド、サイドスタンド（ゴール裏）には、2階席しか覆っていないとはいえ屋根がある 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（２）収容可能人数 
競技場は公称 25,000 人収容となっているが、川崎市によると、メインスタンド両端のスペースやサイドスタン
ド（ゴール裏）とバックスタンドの最上段のスペースは、観客収容可能なスペースとして考えられているという。

実際の席数と言えるのは、全座席と、サイドスタンド（ゴール裏）1階の立見席であり、その合計は 21,500席程
しかない。さらには、それらの席の中でも、柱の陰等の見切り席が非常に多くある。サッカー・川崎フロンター



レの試合のみならず、陸上競技でも 20,000 人以上の来場者があることから、快適に観戦できる席数を増やす必
要がある。 
 
【川崎フロンターレ ホームゲームにおける入場者数の推移】年々２万人を超える試合が増加している。 
  1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

06年 17,444 14,191 10,316 11,149 13,300 9,430 23,005 20,425 20,144 11,306 

07年 20,295 18,621 21,208 21,804 14,983 14,033 15,244 16,614 17,299 18,095 

08年 21,020 17,658 14,753 14,426 20,280 20,335 14,235 17,993 14,131 21,952 

 
  11 12 13 14 15 16 17 平均 2 万超 

06年 15,482 12,029 10,282 14,383 10,505 12,871 17,518 15,433 3 回 

07年 19,789 13,185 15,535 13,438 14,440 23,355 16,813 17,338 4 回 

08年 14,715 10,884 20,729 20,455 16,145 21,714 17,172 17,589 7 回 

※2008年11月27日時点までの記録 

（補足）2010年は5月までの5試合中、2試合で20,000人超。5試合の平均は19,825人 

 
 メインスタンド端のスペースで観戦する人々の様子 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
（３）来場者の通行導線 
○コンコース全体の幅 
 10,000人程度の来場者でも大混雑して危険なほど、全体的にコンコースの幅が狭い。 

  

バックスタンドコンコース               北側サイドスタンド（ゴール裏）コンコース 



 
○メインスタンドコンコースからサイドスタンド（ゴール裏）への移動の困難性 
 メインスタンドからサイドスタンド（ゴール裏）へ移動するには、スタンド内を通らなければならない造りに

なっているため、非常に狭いことに加えて、通路になる付近の座席についている方々がぶつかられる、視界を

妨げられるなどの被害を受けている。 

 

 

（補足） ２００８年１１月２３日より川崎市中部公園事務所のご尽力によって、川崎フロンタ

ーレの試合開催時には、空調室外機スペースに仮設通路を設置していただいております。 

 
○コンコース下へ降りる各階段 
コンコースの幅を大きく狭めてしまっている。また、人波に押された場合、転落の危険性もある。 

   
 地下への階段                  地下への階段の造り（転落の可能性あり） 

 

サイドスタンド（ゴール裏） 

メインスタンド 

ここ（室外機スペー

ス）が通行可能にな

ることが理想 

[図] メインスタンド北側端 

※    が現在の通行導線 

メインスタンドコンコースから階段とスタンド

内を通過 

※     が理想の通行導線 

空調室外機スペースを通過できるようになれば

大きく改善される 

メインスタンドコンコースから階段（写真左端）

を上ってスタンドを通り、サイドスタンド（ゴー

ル裏）側（写真右方向）へ向かう来場者 



 
○コンコースの消火栓設置台 
消化設備が入っていない台がほとんど。機能していないのにコンコースを狭めていて邪魔。 

   
 何も入っていない台は、過去に灰皿置き場として利用されていたというが、分煙化の進む現在では 

 ここに灰皿を置くことは不可能 

 
------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ 
（４）競技場周囲の来場者通行・待機用スペース 
競技場の周囲には、入場待ちのために開門前から非常に多くの人が集まるが、その人々が通行または待機するた

めのスペースが足りない。入場待機列は、時には公園をはみ出して多摩川の土手付近まで延びてしまう（川崎フ

ロンターレの 2008シーズン最大の入場待ち人数：5ゲート＝約 4,000人、7ゲート＝約 3,500人、10ゲート＝
約 400人、13ゲート＝約 4,500人）。競技場の周囲全方向でスペースが不足している。 
2008シーズンの川崎フロンターレ試合時、特にスペースが足りず、混乱が起こりやすい箇所は以下のとおり。 
 
○正面玄関前から道路を挟みプール前の広場までの一帯（大多数の来場者が通行） 

   
プール前広場から正面玄関を望む。広場にはある   広場から道路を渡る人の波 

程度のスペースがあるが、競技場前に道路と日本 

庭園があり、入場ゲートの前にはスペースがない 

 
 
 
 
 
 



○メインスタンド 5ゲート外側（日本庭園付近） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5ゲート前で入場待ちする人々。競技場周回スペ

ースが狭いため、人が溢れてしまう 

5ゲート前から溢れた人々は競技場正面玄関前の

道路へ。多いときには釣池前を通り越し、多摩川

沿線道路付近まで伸びる 



○北側サイドスタンド（ゴール裏）外側（7ゲートからバックスタンド側までの池付近） 

 

 

競技場周回スペースがすぐに人で埋まってし

まう。通行導線を確保することが困難 




